
テーマ「久高島への訪問看護の体験実習から地域包括ケアシステム構築の一端を担う看護師の役割を学ぶ」 

カテゴリー：③教育方法（実習） 

１． 学校概要 学校名：学校法人湘央学園浦添看護学校 所在地：沖縄県浦添市当山 2丁目 30番地 1号 

課程名：3年課程 1学年定員数：120名 修業年限：3年 

２． 内容 本校の教育理念は、「愛・智・技」を基盤に、看護師として必要な専門的知識・技術・態度を修得し、社

会に貢献できる人材の育成を目指している。第 5次カリキュラム改正では、地域包括ケアシステムの推進に向

け「地域・在宅看護論」へと名称変更し、地域で生活する対象や療養の場の多様性・複雑性に対応した看護を

創造する能力の育成が求められている。このような中、島嶼県の沖縄における地域・在宅看護論実習で、本島

地域での実習に加え、小離島への訪問看護の体験実習することで、同じ県内地域であっても社会資源の格差や

人とのつながりなどの地域特性に多様性があることを体験し、行政や多職種のみならず住民との連携により、

地域の実情に合わせて対象のニーズに応える支援体制を構築する看護師の役割を学ぶ機会に繋がると考えた。 

1）体験学習した学生の学び 

    

      

訪問看護では、酸素療法が必要な幼児で保育園に通うための支援として、訪問看護の介入が開始した事例であ

る。疾患の特徴として全身の筋緊張の低下があるため、体幹を鍛えることを目的に遊びを通したリハビリを行い、

母親や保育所と共有することで児の発達を支援していた。島には、公的サービスは乏しいが、島民がみんな顔見知

りで声を掛け合う慣習があるため、その子の保育園への通園も順調に進んでおり、島民同士の交流による母親への

育児サポート環境が自然にできているなどの好影響もあった。これらの地域の実情に合わせて行政と本島の訪問看

護事業所が連携することで島特有の課題解決に向けた支援体制の構築の一端を担う看護師の重要な役割を学んだ。 

2）共有学習した学生の反応：「離島での医療体制など普段知れない現状をたくさん知ることが出来てよかった。」

「離島という社会資源が少ない地域で、介護が必要な状態になっても暮らし続けるのは難しいのではないかと

思ったが、住民同士の結びつきが強く、地域の人達で支え合う実態から、インフォーマルサービスも社会資源と

して大きな役割を果たしていることを学ぶことができ、貴重な機会となった。」などの反響があった。 

3）実施した教員の感想：今回の離島での同行訪問における学生の学びは、地域包括ケアシステムにおける看護師の

役割の理解を深めるとともに、卒業後、島嶼県である沖縄県、また、島嶼国である日本の看護職者として、多様な

地域特性を踏まえた上で、地域での生活を見据えた連携の在り方に繋がっていくと考えられ、本校の教育理念にあ

る“社会に貢献できる人材の育成”により拡がりを持たせる一助となることが推察された。 




